








要約:現行の小児慢性特定疾患治療研究事業に対し、今後の新たな施策を検討するための

基礎資料を得ることを目的とした調査研究を行った。新たに小児慢性特定疾患治療研究事

業に加えたい疾患について全国の小児科施設にアンケート調査をした。その結果、Lennox

症候群などの難治てんかんが最も多く、shock 例に限った食物アレルギー、重症アトピー

性皮膚炎などの重症アレルギー疾患、神経性食欲不振症などの摂食障害、慢性肝炎、高度

肥満、気管支肺異形成などの順であった。平成5年度の報告書で行った研究班研究協力者

らが選出した疾患と今回の全国の小児科医があげた疾患の大多数は一致していた。アンケ

ートの意見の多くは自治体による違いをなくすこと、疾患の病期により経済的援助の受け

られない時期の是正などが中心であった。平成5年度の報告書で報告した研究班研究協力

者らが選出した疾患と今回の全国の小児科医のあげた疾患の多くは一致していたことから、

基本的にはこれらの疾患を中心に新たに小児慢性特定疾患治療研究事業に加えて良いので

はないかと推察された。


